評価の観点と評価規準　5年（平成22年度）
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1

小数
	①小数の表し方
	Ａ
	1/100の位より下の小数が使われている場面をみつけ，活用しようとする。
	1/10の位の表し方を基に，1/100の位，1/1000の位の表し方と，その活用を考えることができる。
	1/100の位より下の小数のしくみを，1/10の位の表し方を基に説明することができる。
	1/100の位より下の小数のしくみを，図と関連づけながら理解している。

	
	
	Ｂ
	1/100の位より下の小数に関心をもち，身近な場面から小数をみつけようとする。
	1/10の位の表し方を基に，1/100の位，1/1000の位の表し方を考えることができる。
	1/100の位より下の小数のしくみを理解し，よんだり，かいたりできる。
	1/100の位より下の小数のしくみとよみ方，かき方を理解している。

	
	②数のしくみ
	Ａ
	整数と小数が十進位取り記数法に基づいていることに関心をもち，進んでそのしくみについて調べようとする。
	小数の10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさを考える活動を通して，十進位取り記数法と，その説明の仕方を考えることができる。
	整数と小数のしくみがわかり，小数の10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさの数を，位の上がり下がりを意識して大小比較することができる。
	10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさの数を，数直線を使ってその関係や大小について理解することができる。

	
	
	Ｂ
	小数が十進位取り記数法に基づいていることに関心をもち，そのしくみについて調べようとする。
	小数の10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさを考える活動を通して，十進位取り記数法としてまとめて考えることができる。
	小数のしくみがわかり，小数の10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさの数をつくることができる。
	10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさの数をつくるなど，小数の大きさや構成について理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	整数，小数の加法的表現の用法を進んで使おうとする。
	位取り記数法とその活用について筋道立てて考えることができる。
	整数と小数のしくみを手際よく表現することができる。
	整数と小数のしくみを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	整数，小数の加法的表現の用法を使おうとする。
	位取り記数法について筋道立てて考えることができる。
	整数と小数のしくみを表現することができる。
	整数と小数のしくみを理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	小数の計算について，小数点の位置に着目し，手際よい方法を意識しながら計算しようとする。
	小数の計算について，小数点の位置に着目し，計算方法の規則を考えることができる。
	小数の計算を筆算の形にして，位を合わせることを意識して計算することができる。
	小数点の位置を意識して，小数の計算を筆算の形で表現できることを理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の計算について，小数点の位置に着目して計算しようとする。
	小数の計算について，小数点の位置に着目し，計算方法を考えることができる。
	小数の計算を筆算の形にして計算できる。
	小数を筆算の形にし，計算できることを理解している

	整

数

の

見

方
	
	Ａ
	整数が偶数と奇数に類別できることに関心をもち，生活の中で使われている場面を考えたり，生活に生かそうとする。
	ある数が偶数か奇数かを，筋道立てて判断することができる。
	偶数と奇数の意味を知り，整数を偶数と奇数に手際よく類別することができる。
	偶数と奇数の意味を知り，整数が偶数と奇数に類別できることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	整数が偶数と奇数に類別できることに関心をもち，生活に生かそうとする。
	ある数が偶数か奇数かを，判断することができる。
	偶数と奇数の意味を知り，整数を偶数と奇数に類別することができる。
	偶数と奇数の意味を知り，整数が偶数と奇数に類別できることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★
倍数と約数
	①倍数と公倍数
	Ａ
	倍数や公倍数の考えが日常生活の場面で適応できるよさに気づき問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，いろいろな倍数の観点で分類して考えることができる。
	具体的な場面で，倍数，公倍数を求めることができる。
	倍数，公倍数の観点から整数についての豊かな感覚を身につけている。

	
	
	Ｂ
	倍数や公倍数の性質を問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，倍数の観点で分類して考えることができる。
	倍数，公倍数を求めることができる。
	倍数，公倍数の言葉の意味を理解している。

	
	②約数と公約数
	Ａ
	約数や公約数の考えが日常生活の場面で適応できるよさに気づき問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，いろいろな約数の観点で分類して考えることができる。
	具体的な場面で，約数，公約数を求めることができる。
	約数，公約数の観点から整数の構成についての豊かな感覚を身につけている。

	
	
	Ｂ
	約数や公約数の性質を問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，約数の観点で分類して考えることができる。
	約数，公約数を求めることができる。
	約数，公約数の言葉の意味を理解している。

	3

小

数

×

整

数

小

数

÷

整

数
	②小数のわり算
（教科書5上p.50～53）
※教科書5上p.41～49は省略
	Ａ
	既習事項に基づいて，進んでわり進みのあるわり算の仕方を考えようとする。
	わり進みのあるわり算の仕方を位取りの原理に従って理解し，説明することができる。
	わり進みのあるわり算が確実にでき，適当な位までの概数にすることができる。
	わり進みのあるわり算の仕方を確実に理解し，商を概数にすることができる。

	
	
	Ｂ
	わり進みのあるわり算に関心を持ち，計算しようとする。
	わり進みのあるわり算の仕方を理解することができる。
	わり進みのあるわり算ができ，適当な位までの概数にすることができる。
	わり進みのあるわり算の仕方を理解している。

	★

合同な図形
	①合同な図形
	Ａ
	合同な図形に関心をもち，その性質を進んで調べようとする。
	対応する頂点，辺，角に着目して，図形が合同かどうかを判断する方法を考え，それを説明することができる。
	合同な図形の対応する頂点，辺，角に着目して，問題を解決することができる。
	合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	合同な図形について，その性質を調べようとする。
	対応する頂点，辺，角に着目して，図形が合同かどうかを判断する仕方を考えることができる。
	合同な図形の対応する頂点，辺，角をみつけることができる。
	合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について理解している。

	
	②合同な図形のかき方
	Ａ
	合同な図形のかき方を自ら進んで考えようとする。
	合同な図形をかくにはどの辺や角に着目すればよいかを考えたり，説明することができる。
	合同な図形のかき方を理解し，確実にかくことができる。
	辺の長さや角の大きさと関連づけて，合同な図形のかき方を理解している。

	
	
	Ｂ
	合同な図形のかき方を考えようとする。
	合同な図形をかくにはどの辺や角に着目すればよいかを考えることができる。
	合同な図形をかくことができる。
	合同な図形のかき方を理解している。

	4

三角形・

四角形の角
	
	Ａ
	三角形や四角形の内角の和がそれぞれ一定になることに興味をもち，進んで考え，調べようとする。
	三角形の内角の和が    180°であることを基にして，多角形の内角の和を筋道立てて考えることができる。
	三角形，四角形の内角の和を手際よく求めることができる。
	三角形，四角形の内角の和について，その根拠を含めて理解している。

	
	
	Ｂ
	三角形や四角形を内角の和に着目して調べようとする。
	三角形の内角の和が    180°であることを基にして，多角形の内角の和を考えることができる。
	三角形，四角形の内角の和を求めることができる。
	三角形，四角形の内角の和について理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	4

三角形・

四角形の角
	ステップ
	Ａ
	結果を予想しながらいろいろな三角形の内角の和を調べようとする。
	角度の変わり方から，三角形の内角の和が180°になる理由を考え，説明することができる。
	三角形の内角の和が180°であることを使って，効率よく未知の角度を求めることができる。
	三角形の内角の和が180゜であることを筋道立てて理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろな三角形の内角を順に調べることができる。
	角度の変わり方から，三角形の内角の和が180°になる理由を考えることができる。
	三角形の内角の和が180°であることを使って，未知の角度を求めることができる。
	三角形の内角の和が180゜であることを理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	多角形の角度に関するきまりを積極的に考えようとする。
	多角形の内角の和のきまりついて考えることができる。
	既習の多角形の和を使って，多角形の角度を求めることができる。
	八角形を三角形に分割して内角の和を求めることが十分理解できる。

	
	
	Ｂ
	多角形の角度について考えようとする。
	八角形の内角の和のきまりついて考えることができる。
	八角形の内角の和を求めることができる。
	八角形を三角形に分割して内角の和を求めることが理解できる。

	変

わ

り

方

の

き

ま

り
	
	Ａ
	伴って変わる2量について，その変わり方に関心をもち，いろいろな方法で調べようとする。
	伴って変わる2量の関係を表す表からきまりを筋道立てて考えることができる。
	伴って変わる2量について，表に表すことができ，きまりを考えながら問題を解決できる。
	伴って変わる2量について，変化のきまりを調べる方法とその活用を理解している。

	
	
	Ｂ
	伴って変わる2量について，その変わり方に関心をもち調べようとする。
	伴って変わる2量の関係を表す表からきまりを考えることができる。
	伴って変わる2量について，表に表すことができ，問題を解決できる。
	伴って変わる2量について，変化のきまりを調べる方法を理解している。

	ならした大きさ
	
	Ａ
	平均を用いるよさを感じ，進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとする。
	平均の考えを活用して，身近な事柄について考えたり，表現の仕方を考えたりすることができる。
	手際よく平均を求めたり，平均から全体を求めたり，説明することができる。
	平均の意味や平均の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	平均を用いて，進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとする。
	平均の考えを用いて，身近な事柄について考えたり，表現の仕方を考えたりすることができる。
	平均を求めたり，平均から全体を求めたりすることができる。
	平均の意味や平均の求め方を理解している。

	★
単

位

量

あ

た

り

の

大

き

さ
	
	Ａ
	身のまわりにある異種の2つの量の割合で表される量に関心を持ち，単位量当たりの考えを用いて比べようとする。
	異種の2つの量の割合で表される量について，単位量当たりで筋道立てて考えることができる。
	単位量当たりの考えを用いて，混みぐあい，とれ高，密度などを手際よく比べることができる。
	異種の2つの量の割合で表される量について，比べ方や表し方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	異種の2つの量の割合で表される量に関心を持ち，単位量当たりの考えを用いて比べようとする。
	異種の2つの量の割合で表される量について，単位量当たりで考えることができる。
	単位量当たりの考えを用いて，混みぐあい，とれ高，密度などを比べることができる。
	異種の2つの量の割合で表される量について，比べ方や表し方を理解している。

	5

小

数

×

小

数

小

数

÷

小

数
	①小数をかける計算
	Ａ
	(小数)×(小数)の計算を整数のときと同じように考えてしようとする。
	乗法の意味を整数の場合に成り立つ式の形と同じように筋道立てて考えることができる。
	小数をかける意味がわかり，計算の仕方を理解して，筆算で手際よく正確に計算できる。
	既習のかけ算の意味に基づいて，小数をかける場面や計算の仕方，小数倍について理解している。

	
	
	Ｂ
	(小数)×(小数)の計算に取り組もうとする。
	乗法の意味を整数の場合に成り立つ式の形と同じように考えられる。
	小数をかける意味がわかり，計算の仕方を理解して，筆算で計算できる。
	小数をかける場面や計算の仕方，小数倍について理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	5

小

数

×

小

数

小

数

÷

小

数
	②小数でわる計算
	Ａ
	(小数)÷(小数)の計算を整数のときと同じように考えてしようとする。
	除法の意味を整数の場合に成り立つ式の形と同じように考え，筋道立てて説明できる。
	小数でわる意味がわかり，計算の仕方を理解して，筆算で手際よく正確に計算できる。
	小数でわる場面や計算の仕方，商と余りの関係を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	(小数)÷(小数)の計算に取り組もうとする。
	除法の意味を整数の場合に成り立つ式の形と同じように考えられる。
	小数でわる意味がわかり，計算の仕方を理解して，筆算で計算できる。
	小数でわる場面や計算の仕方，商と余りの関係を理解している。

	
	③どんな計算になるのかな
	Ａ
	小数に小数をかけたりわったりする場面を知り身近な問題解決に進んで役立てようとする。
	小数に小数をかけたり，わったりする場面で，どんな演算をすればよいか筋道立てて考えることができる。
	小数に小数をかけたり，わったりする場面で，適切に手際よく正確に演算を選択し，計算できる。
	小数の乗除の計算がどんな場面でどのように用いられるか，条件を吟味しながら理解している。

	
	
	Ｂ
	小数に小数をかけたりわったりする場面を知り身近な問題解決に役立てようとする。
	小数に小数をかけたり，わったりする場面で，どんな演算をすればよいかを考えることができる。
	小数に小数をかけたり，わったりする場面で，適切に演算を選択し，計算できる。
	小数の乗除の計算がどんな場面でどのように用いられるかを理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	小数の乗除の計算を最後まで粘り強くやり遂げようとする。
	かける数やわる数を見て，答えが大きくなるか小さくなるかを判断し，それを説明できる。
	(小数)×(小数)，(小数)÷(小数)が確実に計算できる。
	(小数)×(小数)，(小数)÷(小数)の計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の乗除の計算に取り組もうとする。
	かける数やわる数を見て，答えが大きくなるか小さくなるかを判断することができる。
	(小数)×(小数)，(小数)÷(小数)の計算ができる。
	(小数)×(小数)，(小数)÷(小数)の計算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	既習の計算方法を使って，1/100の位までの小数の計算を進んでしようとする。
	1/100の位までの小数のかけ算，わり算を1/10の位の計算を基にして考え，それを説明することができる。
	1/100の位までの小数のかけ算，わり算が筆算で確実にできる。
	1/100の位までの小数をかけたりわったりする計算の意味と仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	1/100の位までの小数の計算をしようとする。
	1/100の位までの小数のかけ算，わり算を1/10の位の計算を基にして考えることができる。
	1/100の位までの小数のかけ算，わり算が筆算でできる。
	1/100の位までの小数をかけたりわったりする計算の仕方を理解している。

	式

と

計

算
	※教科書5上p.92，94は省略
	Ａ
	計算のきまりに関心をもち，小数を含む場合についても進んで調べようとする。
	式の表す意味を理解し，具体に即して考えたり説明することができる。
	小数を含む計算のきまりをまとめることができる。また，式から具体的な場面を想起することができる。
	小数を含めた計算法則を具体的な事例を基づいて理解し，加減・乗除の相互関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	計算のきまりに関心をもち，小数を含む場合について調べようとする。
	式の表す意味を理解することができる。
	小数を含む計算のきまりをまとめることができる。また，式と図を結びつけることができる。
	小数を含めた計算法則や加減・乗除の相互関係を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	点字のしくみ
	Ａ
	点字の数字の表し方に関心をもつとともに，いろいろな数についてよみ取ったり，書き表そうとしたりする。
	点字の規則性についていろいろ考えることができる。
	任意の数を正確に点字で表すことができる。
	点字の数の表し方を規則性に気づき，理解している。

	
	
	Ｂ
	点字の数字の表し方に関心をもち，その数をよみとったり，書き表そうとしたりする。
	点字の規則性について考えることができる。
	任意の数を点字で表したり，よんだりすることができる。
	点字の数の表し方が理解できる。

	
	切り紙遊び
	Ａ
	線対称の図形に関心をもち，身のまわりから探し出すことができる。
	点や線の関係をもとに，対称の軸をみつけようと考えることができる。
	線対称の図形で，対称の軸を手際よくみつけることができる。
	線対称の意味を理解し，線対称でないものとの違いについて理解している。

	
	
	Ｂ
	線対称の図形に関心をもつことができる。
	対称の軸をみつけようと考えることができる。
	線対称の図形で，対称の軸をみつけることができる。
	線対称の意味を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	6

面積
	①三角形の面積
	Ａ
	三角形や四角形の面積を既習の求積可能な図形の面積の求め方に帰着させて考え，一般化を図ろうとする。
	長方形の面積を基にして三角形や四角形の面積の求め方を考え，公式をつくったり，それを説明することができる。
	四角形の必要な部分の長さを測り，三角形に分割して面積を求めることができる。
	既習の面積の求め方に着目し，三角形の面積の求め方を理解できる。

	
	
	Ｂ
	三角形や四角形の面積を，既習の求積可能な図形の面積の求め方に帰着させて考えようとする。
	長方形の面積を基にして三角形や四角形の面積の求め方を考え，公式をつくることができる。
	公式を活用して三角形の面積を求めることができる。
	三角形の面積の求め方を理解している。

	
	②平行四辺形の面積
	Ａ
	平行四辺形の面積を既習の求積可能な図形の面積の求め方に帰着させて考え，一般化を図ろうとする。
	三角形や長方形の面積の求め方を基にして，平行四辺形の面積の求め方を筋道立てて考えることができる。
	平行四辺形の面積を求めるのに必要な長さを手際よくみつけ，面積を求めることができる。
	平行四辺形の面積の求め方をいろいろな方法で理解している。

	
	
	Ｂ
	平行四辺形の面積を，既習の求積可能な図形の面積の求め方に帰着させて考えようとする。
	三角形や長方形の面積の求め方を基にして，平行四辺形の面積の求め方を考える。
	公式を活用して平行四辺形の面積を求めることができる。
	平行四辺形の面積の求め方を理解している。

	
	③いろいろな三角形・四角形の面積
	Ａ
	面積の求め方やその考えを，様々な図形で活用し，一般化を図ろうとする。
	既習事項を基にして，いろいろな三角形や四角形の面積の求め方を筋道立てて考え，説明することができる。
	高さが外にある三角形や平行四辺形の面積を求めたり，台形やひし形の面積の公式を導くことができる。
	高さが外にある三角形や平行四辺形の面積も同じ公式で求められることや台形やひし形の面積の公式を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	面積の求め方やその考えを，様々な図形で活用しようとする。
	既習事項を基にして，いろいろな三角形や四角形の面積の求め方を考えることができる。
	高さが外にある三角形や平行四辺形の面積を求めたり，台形やひし形の面積の公式を導くことができる。
	高さが外にある三角形や平行四辺形の面積も同じ公式で求められることや台形やひし形の面積の公式を理解している。

	
	④面積と比例
	Ａ
	三角形の高さや底辺の長さを変えたときの面積の変わり方に興味をもち，いろいろな図形で調べようとする。
	長さを変えたときの三角形の面積の変わり方を筋道立てて考えたり，式を見て具体的な場面を想起し，説明できる。
	長さを変えたときの三角形の面積の変わり方や式から具体的な場面をよみ取ることができる。
	三角形の高さや底辺の長さを変えたときの面積の変わり方から，比例関係にある2量について理解する。

	
	
	Ｂ
	三角形の高さや底辺の長さを変えたときの面積の変わり方を調べようとする。
	長さを変えたときの三角形の面積の変わり方を考えたり，式を見て具体的な場面を想起することができる。
	長さを変えたときの三角形の面積の変わり方や式から具体的な場面をよみ取ることができる。
	三角形の高さや底辺の長さを変えたときの面積の変わり方を調べ，比例関係を知る。

	
	ステップ
	Ａ
	面積に関する既習事項を活用して課題に取り組み，自分なりの課題をみつけ考えようとする
	1cm2  の正方形に着目して，任意の面積になる形を論理的に考え，それを説明することができる。
	三角形や平行四辺形の面積を求めることが手際よくできる。
	三角形や平行四辺形の面積の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	面積に関する既習事項を活用して課題に取り組もうとする。
	任意の面積になる形を論理的に考えることができる。
	三角形や平行四辺形の面積を求めることができる。
	三角形や平行四辺形の面積の求め方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	6

面積
	ジャンプ
	Ａ
	既習事項を活用して，面積に関する課題に取り組むとともに，公式に関心をもち，活用しようとする。
	既習事項を活用して，たこ型やくさび形の面積の求め方を筋道立てて考え，公式としてまとめることができる。
	たこ形やくさび形の面積の求め方を説明することができる。
	くさび形をたこ形に変形し，面積を求める方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	既習事項を活用して，面積に関する課題に取り組もうとする。
	既習事項を活用して，たこ型やくさび形の面積の求め方を考えられる。
	たこ型やくさび型の面積を求めることができる。
	たこ型やくさび形の面積の求め方を理解している。

	7

分数
	①等しい分数
	Ａ
	等しい分数に関心をもち，それらのみつけ方をいろいろ考えようとする。
	表現の異なる等しい分数があることに気づき，それらの関係を考えたり，説明することができる。
	いろいろな方法で，等しい分数をみつけたり，つくることができる。
	分数のしくみに基づいて，表現の異なる等しい分数があることを理解している。

	
	
	Ｂ
	数直線を使って，等しい分数をみつけようとする。
	表現の異なる等しい分数があることに気づき，それらの関係を考えることができる。
	数直線を使って，等しい分数をみつけたり，つくることができる。
	数直線を使うことによって，表現の異なる等しい分数があることを理解している。

	
	②分数のたし算やひき算
	Ａ
	同分母分数の加減計算に進んで取り組もうとする。
	単位分数の個数に着目して，同分母分数の加減計算の仕方を考え，それを説明することができる。
	同分母分数の加減計算を正確にすることができる。
	同分母分数の加減計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	同分母分数の加減計算に取り組もうとする。
	単位分数の個数に着目して，同分母分数の加減計算の仕方を考えることができる。
	同分母分数の加減計算をすることができる。
	同分母分数の加減計算の仕方を理解している。

	
	③分数と小数・整数の関係
	Ａ
	整数の除法の結果を分数で表したり，分数を小数，小数を分数に表すなど分数に親しみをもち，積極的に活用しようとする。
	整数の除法の結果を分数で表すことや分数を小数，小数を分数に表すことなどを筋道立てて考え，説明できる。
	整数の除法の結果を分数で表したり，分数を小数，小数を分数に表すことが手際よく正確にできる。
	整数の除法の結果を分数で表すことや分数と小数･整数の関係を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	整数の除法の結果を分数で表したり，分数を小数，小数を分数に表すなどして分数に親しみをもつ。
	整数の除法の結果を分数で表したり，分数を小数，小数を分数に表すことを考えることができる。
	整数の除法の結果を分数で表すことや分数を小数，小数を分数に表すことができる。
	整数の除法の結果を分数で表すことや分数と小数･整数の関係を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	同じ大きさの分数になる計算をいろいろみつけることに興味をもち，積極的に調べようとする。
	加減の結果や除法の結果を同じ大きさの分数で表すことをいくつも考えることができる。
	加減や除法をして特定の大きさの分数を手際よく正確につくることができる。
	同じ分数の大きさを表すのに，いろいろな計算の結果として表す仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	同じ大きさの分数になる計算がいろいろあることに関心をもつことができる。
	加減の結果や除法の結果を同じ大きさの分数で表すことを考えることができる。
	加減や除法をして特定の大きさの分数をつくることができる。
	同じ分数の大きさを表すのに，いろいろな計算の結果として表す仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	自分で帯分数の計算問題を進んでつくり，計算を解こうとする。
	帯分数の計算の仕方について，いろいろな方法を筋道立てて考えることができる。
	帯分数の計算が確実にできる。
	帯分数の計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	自分で帯分数の計算問題をつくり，計算を解こうとする。
	帯分数の計算の仕方について，いろいろな方法で考えることができる。
	帯分数の計算ができる。
	帯分数の計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★

分数のたし算

と

ひき算
	①等しい分数
	Ａ
	約数，倍数の考えが分数の通分や約分をするときに適応できることを説明しようとする。
	等しい分数を判断したり，分数の大小の比べ方を考えたりすることが筋道立ててできる。
	手際よく通分や約分を使って分数の相等や大小を比べることができる。
	約分や通分の観点から分数の大きさや構成について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	約数，倍数の考えが分数の通分や約分をするときに適応しようとする。
	等しい分数を判断したり，分数の大小の比べ方を考えることができる。
	通分や約分を使って分数の相等や大小を比べることができる。
	約分や通分の意味を理解している。

	
	②分数のたし算・ひき算
	Ａ
	分数の相等大小の比べ方を用いて，異分母分数の加減計算ができることに気づき，進んで取り組もうとする。
	分数の相等大小の比べ方の考えを用いて，異分母分数の加減計算の仕方を考え，説明することができる。
	異分母分数の加減計算が確実にできる。
	異分母分数の加減計算の意味や計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	異分母分数の加減計算に取り組もうとする。
	分数の相等大小の比べ方の考えを用いて，異分母分数の加減計算の仕方を考えることができる。
	異分母分数の加減計算ができる。
	異分母分数の加減計算の意味や計算の仕方を理解している。

	同

じ

も

の

に

目

を

つ

け

て
	
	Ａ
	同じものに目をつけて考えるよさに気づき，進んで活用しようとする。
	同じものに目をつけて相殺したり，置換したりして筋道立てて考えることができる。
	相殺や置換の考え方を使って問題を手際よく解くことができる。
	相殺や置換の考え方を理解し，相殺したり置換えたりする数値のみつけ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	同じものに目をつけて考えるよさに気づき，活用しようとする。
	同じものに目をつけて相殺したり，置換したりして考えることができる。
	相殺や置換の考え方を使って問題を解くことができる。
	相殺や置換の考え方を理解している。


	★

体積
	①直方体・立方体の体積
	Ａ
	面積と同じように，かさについても，単位の大きさを決めると数値化できることに関心をもち活用しようとする。
	1cm3の立方体が幾つ分あるかを調べることを通して，直方体や立方体の体積の公式を筋道立てて考えることができる。
	体積の普遍単位cm3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を正確に求めることができる。
	必要な辺の長さを測定することで直方体･立方体の体積が計算で求められることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	面積と同じように，かさについても，単位の大きさを決めると数値化できることに関心をもつことができる。
	1cm3の立方体が幾つ分あるかを調べることを通して，直方体や立方体の体積の公式を考えることができる。
	体積の普遍単位cm3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求めることができる。
	必要な辺の長さを測定することで直方体･立方体の体積が計算で求められることを理解している。

	
	②大きな体積
	Ａ
	大きな体積の求め方に関心をもち，進んで求め方を考えようとする。
	大きな体積でも，単位立方体の何個分という考えに基づいて面積を求める仕方を考え，説明できる。
	大きな体積や辺の長さが小数で表されている直方体や立方体の体積を正確に求めることができる。
	1ｍ3と1cm3の関係や大きな直方体や立方体の体積の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	大きな体積の求め方に関心をもち，進んで求めようとする。
	大きな体積でも，単位立方体の何個分という考えに基づいて面積の求め方を考えることができる。
	大きな体積や辺の長さが小数で表されている直方体や立方体の体積を求めることができる。
	1ｍ3と1cm3の関係や大きな直方体や立方体の体積の求め方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★

体積
	③体積の求め方のくふう
	Ａ
	複雑な立体の体積の求め方に関心を持ち，いろいろ求め方を考えようとする。
	複雑な立体の体積の求め方を筋道立てて考え，説明することができる。
	複雑な立体の体積を既習の図形に分割して，確実に求めることができる。
	複雑な立体の体積も分割すれば既習の立体に帰着して求められることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	複雑な立体の体積の求め方に関心を持ち，それを求めようとする。
	複雑な立体の体積の求め方を筋道立てて考えることができる。
	複雑な立体の体積を既習の図形に分割して求めることができる。
	複雑な立体の体積も分割すれば既習の立体に帰着して求められることを理解している。

	8

割合
	①割合
	Ａ
	日常の事象を割合で考えるよさに気づき，具体的な場面を用いて説明しようとする。
	日常の事象で2つの大きさを比べる場合に割合を用い，筋道立てて考えることができる。
	割合の意味を理解し，割合やくらべる量，もとにする量を手際よく正確に求めることができる。
	割合の意味や割合，くらべる量，もとにする量を計算で求める仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の事象を割合で考えるよさに気づき，様々な場面で用いようとする。
	日常の事象で2つの大きさを比べる場合に割合で考えることができる。
	割合の意味を理解し，割合やくらべる量，もとにする量を求めることができる。
	割合の意味や割合，くらべる量，もとにする量を計算で求める仕方を理解している。

	
	②百分率
	Ａ
	日常の生活から百分率が用いられる事象を探すなどの活動を通して，百分率の必要性に気づき，活用しようとする。
	百分率を使ったいろいろな問題を考えることができる。
	2つの数量から割合を求め，百分率で表したり，百分率を知って比較量を求めたりすることが手際よくできる。
	百分率と小数で表された割合の関係や百分率の求め方，比較量の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の生活から百分率が用いられる事象を探すなどの活動を通して，百分率の必要性を感じることができる。
	百分率を使った問題を考えることができる。
	2つの数量から割合を求め，百分率で表したり，百分率を知って比較量を求めたりすることができる。
	百分率と小数で表された割合の関係や百分率の求め方，比較量の求め方を理解している。

	
	③割合のグラフ
	Ａ
	日常の事象を割合を用いた帯グラフや円グラフに表し，そのよさを説明しようとする。
	日常の事象を割合を用いた帯グラフや円グラフに表すことを筋道立てて考えることができる。
	帯グラフや円グラフをよんだり，かいたりすることが正確に手際よくできる。
	帯グラフや円グラフのよみ方，かき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の事象を割合を用いた帯グラフや円グラフに表し，そのよさを感じることができる。
	日常の事象を割合を用いた帯グラフや円グラフに表すことを考えることができる。
	帯グラフや円グラフをよんだり，かいたりすることができる。
	帯グラフや円グラフのよみ方，かき方を理解している。

	
	④割合を使って
	Ａ
	割合の和や積を問題解決に進んで役立てようとする。
	割合の和や積に着目して何倍になるかを筋道立てて考えることができる。
	割合の和や積に着目して何倍になるかを考え問題を正確に手際よく解くことができる。
	割合の和や積に着目して何倍になるかを考えるよさを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	割合の和や積を問題解決に役立てようとする。
	割合の和や積に着目して何倍になるかを考えることができる。
	割合の和や積に着目して何倍になるかを考え問題を解くことができる。
	割合の和や積に着目して何倍になるかを考えるよさを理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	数量の関係を式に表し，問題解決に進んで役立てようとする。
	割合，比べる量，もとにする量の関係を把握して式に表し，筋道立てて考えることができる。
	数量の関係を正確に式に表し，解くことができる。
	「□％引き」の意味を式に表す仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	数量の関係を式に表し，問題解決に役立てようとする。
	割合，比べる量，もとにする量の関係を把握して式に表すことができる。
	数量の関係を式に表し，問題を解決することができる。
	「□％引き」の意味を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	8

割合
	ジャンプ
	Ａ
	身のまわりからグラフとして表すことのできる事象を積極的に探すことができる。
	グラフで表すことのよさを理解し，筋道立てて考えたり，説明することができる。
	身のまわりの資料を工夫してグラフに表すことができる。
	資料の中の数値をいろいろなグラフで表現する方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりからグラフとして表すことのできる事象を探すことができる。
	グラフで表すことのよさを理解し，筋道立てて考えることができる。
	身のまわりの資料をグラフに表すことができる。
	資料の中の数値をグラフで表現する方法を理解している。

	★

分数×整数

分数

÷

整数
	
	Ａ
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を自分から進んで求めようとする。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を筋道立てて考えることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を手際よく求めることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を求めようとする。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を考えることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を求めることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を理解している。

	人

文

字
	
	Ａ
	単純な形を基に複雑な形のきまりを積極的にみつけようとする。
	複雑な形を簡単な形で考えるよさに気づき，問題解決の活用を考えることができる。
	複雑な形を，直線や長方形などの形に置き換えて考えることができる。
	単純な形で考えたことが複雑な形でも使えることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	単純な形を基に複雑な形のきまりをみつけることに関心をもつ。
	複雑な形を単純な形で考えることができる。
	複雑な形を単純な形に直すことができる。
	単純な形で考えたことが複雑な形でも使えること理解している。
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円周と円の面積
	①円周と直径
※教科書5下p.66～70は省略
	Ａ
	円の直径と円周の長さとの関係を予測しながら，調べようとする。
	円周の長さは，直径の3.14倍であることを帰納的に考えることができる。
	必要な部分の長さを使い，円周や直径を求めることができる。
	円周率の意味を理解し，目的に応じた使い方を理解している。

	
	
	Ｂ
	円の直径を測ったり，円周の長さを測定したりする活動を通して，円の学習に関心をもつ。
	円の直径と円周の長さの関係を考えることができる。
	円の直径の値から円周を求めたり，円周の値から直径を求めたりすることができる。
	円周率の意味や円周，直径，円周率の関係を理解している。

	
	 eq \o\ac(○,★)正多角形
	Ａ
	正多角形に関心をもち，その性質を自ら進んで調べようとする。
	正多角形の性質を基にして，かき方を考え，それを説明することができる。
	正多角形の性質を理解し，正多角形を正確にかくことができる。
	正多角形の性質を，円と関連づけて理解している。

	
	
	Ｂ
	正多角形に関心をもち，その性質を調べようとする。
	正多角形の性質を基にしてかき方を考えることができる。
	正多角形の性質を理解し，正多角形をかくことができる。
	正多角形の性質を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★

角柱と円柱
	①角柱と円柱
	Ａ
	身のまわりにある角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を筋道立てて考えることができる。
	身のまわりにある角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を調べることができる。
	身近な立体から角柱や円柱の形をみつけることができ，その特徴を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を考えることができる。
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を調べることができる。
	身近な立体から角柱や円柱の形をみつけることができる。

	
	②見取図とてん開図
	Ａ
	角柱や円柱の見取図，展開図に関心を持ち，進んでかき方を考えようとする。
	見取図や展開図をかく際，辺の長さをどれだけにすればよいかを論理的に考え，説明することができる。
	見取図や展開図を正確にかき，角柱や円柱をつくることができる。
	角柱や円柱の見取図や展開図のかき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	角柱や円柱の見取図，展開図に関心を持ち，進んでかこうとする。
	見取図や展開図をかく際，辺の長さをどれだけにすればよいかを論理的に考えることができる。
	見取図や展開図をかき，角柱や円柱をつくることができる。
	角柱や円柱の見取図や展開図のかき方を理解している。

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	博物館見学
	Ａ
	今まで学習したことを積極的に活用して，進んで問題を解こうとする。
	資料の中から必要となる情報かどうかを適切に判断し，活用の方法を説明できる。
	資料の中から必要な情報を効率よくみつけたり，活用することができる。
	資料の中から必要な情報を効率よくみつけたり，活用する仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	今まで学習したことを活用して問題を解こうとする。
	資料の中から必要となる情報かどうかを適切に判断することができる。
	資料の中から必要な情報をみつけたり，活用することができる。
	資料の中から必要な情報をみつけたり，活用する仕方を理解している。

	
	図形の面積について考えてみよう
	Ａ
	面積を求めることにかかわる既習事項を活用するとともに，問題の条件をいろいろ変化させ，問題を進んで解こうとする。
	「中央線×高さ」で面積が求められる理由を考え，説明することができる。
	長方形と平行四辺形の中にある三角形の面積を求めるのに必要な数値をみつけることができる。
	三角形や長方形，平行四辺形や円の面積の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	面積を求めることにかかわる既習事項を活用して問題を解こうとする。
	長方形内にできる三角形の面積が，長方形の半分になる根拠を考えることができる。
	円や三角形，長方形や平行四辺形の面積を求めることができる。
	三角形や長方形，平行四辺形や円の面積の求め方を理解している。

	
	正多角形
	Ａ
	正多角形をつくる作業に進んで取り組み，いろいろな形をつくろうとする。
	正多角形の特徴をそのつくり方を基に考えたり，説明することができる。
	円を基にして，正多角形をつくったり，かいたりすることができる。
	正多角形の意味とかき方を理解している。

	
	
	Ｂ
	正多角形をつくるための作業に関心をもつことができる。
	正多角形の特徴をかき方をもとに考えることができる。
	コンパスや定規を使って，正多角形をかくことができる。
	正多角形の意味を理解している。


※平成22年度に省略する内容は掲載していません。
8

